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トリコヅト魅編機の経糸積極的送り出しの機構について
¥¥ぜツト種類| 経糸切断回数 (e叫 h.)
No. 1 No. 2 No. 3 No. 4 No. 5 
綿 糸 30'S 3.0 2.6 5.2 4.6 3.2 
ス ブ糸 30/S 3.7 2.9 3.8 4.8 6.0 
人絹糸(ピス)120d 0.7 1.2 2.0 2.6 3.3 
生 来 14!2d 1.0 0.9 1.7 1.2 1.9 
備考 融機廻転数…・・……180r.p.m.
経糸切断数は正味 1h.開運転当りの平均値にLて，測定回数は脊10回宛
で、ある。
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叉上記j織躍に tappetNo. 1及び No.2{"J::'取付け綿糸20唱を使用L，28羽/吋の震に1羽2本引込み，接通巾 30ぺ
打込数日本/吋止し廻転数 180r.p.m.tこて細市を製織L，経糸切断数を測定Lたるに織上長叩yd.に対して No・1I土
6本， No.2はOであった。なお今後更に相当量の製錨試験を行ってみたいとe思号。
上記の表及び細布製織試験に示す如< tapptt N o.2は経糸切断防止に相当有効である。 (3)の実験に於て No.3及
び No.5の ta.ppetは綜繊の運動が円滑で，経糸張力及び張力の変化も少<.経糸切断数は No.l及び No.2に比
Lて小kなるべきであると考えられるが，去.lって増加したのは Dwellが小なるため上昇された経糸が持の上国主接触
するためと考えられる。叉 No.1及び No.2は共に Dwellをクテ γク軸の1200としたが.(3)の実験結果に示す如〈
No. 2の方が，経糸に与える張力及び張力の変化が小なる為，良結果を得たものと考えられる。
5.鵠括
製横中に於ける綜杭の運動が経糸張力の変化及び経糸切断に如何なる影響を及ぼすかを調査するために，綜慨に与え
る運動を調和動2二L，綜蹴の静止時聞を変化したもの及び綜蹴の静止時間は等Lくするが，綜抗に与える運動を関口の
際に経糸の受ける歪に反比例しで減速するもの等5種の平織用 tappetを試作L，之を reedspace 44'/の豊田自軍縮
機に取り付け 180r.p.m.で製織実験を行った結果，次の様な事が分った。即ち No.3及び No.5の如< tappetの短
半俸の部分に於ける Dwellを0にしたものは tappむtと bowlとの圧着がよし綜輔の運動仕最も円滑で，経糸張力
の変化も小である。叉 Dwell脅小にすれば綜械が梓口会作る時聞が大となり，経糸に与える張力及び張力の変化は共
に減少するが，梓が飛走する際，梓の上面と経糸とがJ妄触して去Ilっと経糸の切断数が増加する。聞して reed日pace44// 
位の織機で 18Jr.p.m. 程度の辿皮で運転する場合 tappe~ の Dwell はクフ γ ク軸の 120 0 院が必要である。此場合，綜
蹴に与える運動は tappetNo. 1の如〈調和運動とする上りも No.2の立fl<経糸の受ける需を考慮して即ち綜械が上
昇或は下降きれるに従って経糸が伸長されるが，その[r{1度に反比例して綜械の速度を減速する方が効果的である。
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Mechanism of Positive Let-off Motion of Tricot Warp Loom 
Masao TERASAKI. Matsuo MAEDA. 
The aIm of our月tndyis to find the way to rednce the load which is gIven on warps and prevent the 
fatigue of warps when thcy ;(fe let off on a tricot warp Joom. For thi月 purposewe have made use of cam 
to let vff warp月 poちitivelyand te月tthe (:;仔ectof the 1とtting-、offmechani丹m.
The r制 ul臼 ofQur吊tudyshow that this apparatus is e汀ectiγeenough to reduce the load of warp. But we 
ha.ve fllther learned that there COl.lr¥ h日月omemure prohlem日 tobe 日olv町1hefore we may attain perfection in 
our ft;SU!t日， flUCh <ti:i more accurate determination of the cam i:hape. 
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摘 要
研究目的
トリコヅム島編機の経糸送り出しに消耗される，糸の負荷を節蹴して，糸の疲労を防〈鴻，カムを積極的送り出しの
機構に利用してその効用を調べる。
研究結果
この装置が経糸の歪エネルギF の消費を防ぐのに有効であることを確めた。し;かし完全を期する為には，カムの詳細
な形状の決定及びその他二三の問題を更に研究する余地がある。
1. 装置抱らびに機構
山本機械製作所製，高速度経編機に以下の装置を附加した。第一図に於て
Bは tensionbar C はBを下げる為のカム.Bは軸に固定せられ.Bが下降
すれば，リ y ク及びレパーを通じてクラッチが，下部の主カム軸から廻転を伝
達する Gearと鴨合ひ，その回転がボピYに伝達され経糸が送り出される。即
ち tensionbar Bはレパ【 BAOに依り支持され，その d点にレパ-Dを固
定し，之に取付けられたボ戸 JLとカム Cとを接触させ，カムに依ってレパ F を
下げるのである。以下に於てはこのカム左下部のカム主軸に取付けられたカム
Eを区別する為，カム主軸に取付けられたカム及び軸幸子主カム及び主力ム軸と
呼ぶこをにする。この装置に於てカム C(主主カムと 1対 1の回転比をなす。
B 
第 1 図
前述の様にレバ.....OABを下降せしめてクラッチを噛合せるには，カム Cに依って D のボ戸ノLを押下げれば良い。又
之を聞けつ的に為さしめる為にはカム Cに凸部を設け，之に依ってレ./，-を下げれば良い。以下この理論を基礎として
この装置に於けるカムの形状を示す。実験機械に於ては，主カム軸の1回転に対してクラッチがこの期間中l噛合ってゐ
る時は，ボピン，は 1臼5.60だけ廻転する。 fullボヒ νの糸層の直径を D.ボヒ νの直荏を do
心角 ψで表すと.c第二図参照〕
ip I =o1 x 360 x 360/7r X J) x 15.6 
ip，=ol x 360 x 360/πxdox15.6 (1) 
但 L，olは 1cour柑の編成に必要な経糸長， ψf1えび向 l土夫々編成開始及び編成終りに於けるカム凸部の中心角であ
る。一般に ψは ol及びボピンr糸層の怪の画数である。従って若Lalを C011円tに保って，長時間連続的に編成する場合
には， ψl士当然 d の減少とともに増大せねばならないが，この般に長時間連続的でない場含は，一応t!=con~jt と見倣
し得る。先づこの様な場合であると仮定し， ψを計算してカムを製作した。之には前式の代りに次ぎの式を使用する。
1分IHjに送り出きれる経糸長を Pcm/minニcunstとして，ポピYの回1f日車度と糸!爵の経との関係は次ぎの様に示され
るo
fωニ，Uニconst (乙)
但 L， r ; 糸陸軍の半径 CJ11. 
品: ボピYの巨Iヰ凶車度 radjmin.ままにーを附したのはポピンが聞けつ的に回転する故1分間の平均を;意
味する。
ωとψとの関係l士氏ぎの様になる。即ち "0を主カム軸の廻転数 112r.p.m.とすれば，
二_'>_.." 15.6 v ip 門 ，l/.~:~
一 一日"u" 360 . 360--'-'一一
=0.0846ψrad/min 
1 courseの編成に要する経糸長 δ1e Pとの関係は
(2)' 
Pニux~ ~ 
であるから，ol及び fが与へられ Lば(2X2)'(~3)をJ!]\，、て，それに対応する v を決定することが出来る。例へば òlニO 咽 32
cmjcυun;e r=4.25cmの時は ψ=930 であるο このプj訟に従って vニ 130"，140"， 900 の各極のカムを試作した。之
を第二図に示す。
jゑ守、にボピンの糸層の径の変化を考慮してカムの形を設計するに，白)式について考えれiま，l'の減少に対してp=cun叫
にするには，ぷを増加せしめれば良く ，Wと判主(2yの関係があるから， (2)及び(乙yにより，夫々の糸層の佳に対して，
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ψの植を求め，そのvを中心角とするカムの凸部で送り出しをすれ
ばよい。以上の f及び ψの時間的変化は近倒的に連続と見倣し得
るから，初めの来層の半径 Y.)，終りの半径 Yeに対応する f/Jof/Jeの値
を(2)，(2)"より求め，第三図の如きカムを作れば，YOYeの途中の
過程にある糸層半径に対応する中心角を持つ凸部はすべてこのカム
の一部分である。故にボヒ Yの糸層の半佳の変化に比例Lて，第一
図のレバ戸 D のボー，'-'に対して右方に動かせば，完全に目的を達
することが出来る。この実験では以上のカムの運動を，ボピyの軸
の廻転より取り近似的に以上の理想的な運動を為きしめることを
試みた。第四図 aに於て Bはボピγ軸に取付けた歯車で，ボピ ν
の廻転は，歯車 E，G及び chalnwheel D. F そ経て
歯車 Cに廻'H王寺子伝える。第/lLf図 bに於て Si士カムの
取付けられた軸，fV は Sを左に押すねぢで， フレー
ムに取付けたボスの中を動<0HはJの上で回転す
るカパ F で之に歯車Cが取付けられてゐて， Cが回転
すれば fの部分にてWのねぢを左に進めSを左に押す
以上の装置に於て，ボピyの回転i速度 ω，カム軸の送
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第 2 図
第 3 図
り x ， カム凸部の中心角 f/J， 第四図a に於ける β より C~主の滅速率 1jm の関係を求 ι ι l 
めると i 1.，¥ ~ 
→ー-+~ー←..~←
ω=均 x15.町360xψ/360r.p.m. )ÇL)\'--、ζ~E
但 L110 ，主主カム軸の回転速度 112r.p.m.第四図bに於ける W のねぢの pitchをpN i\ピ~_-=t主1.7ナ
寸←ーー一一斗A句"1Mー
とすれば，カムの送り Jの速さはl-
pZJ v I吐 mm/min 委日 ~ 'fl ~ 
m ~ 1ft . 360x360 頚 Lーベ~___ hL n 
この送りの速きは近似的に時間に対Lて連続と見倣し得るからの-/rltにて表す。 費F=s 開' rl U 
一方ψl土初めの糸)昔の半径九に対応する vをf/Joとすれば， 初 出世 u 
f/J=f/Jo十仰にて表はされる。
但Laは第三河に於て a=れ -f/JojL~こて示される常数である。従って
t z 
f/J-'Po=ax=a ¥ dx ζの向に上の dxjdtを代入すれば，
J 0 
( t . 1lfl 15.6 ( t 
ψ-f/Jo=a ¥ P ..'!-'P - ;ー';'"tft= c ¥ 'Pd υJ0 C ?Il . 360 x 350 ~ J 0
15.6 
=apllojm一一一一一一
360x360 
年 jdtニ叩より 'P=f/JoCI川21143元iOt (引を得る。
第 4 図
p， a， 110' 111， 'Poが与へられ Lばこの式に依って任意の時!日1に於けるカムの凸部の中心角v幸子求めることが出来る。 糸
の無〈なった時のボピγの半径を Ye，糸を全部編成L終る迄の時間を T分とすれば'(4)式より恥は
時'0 15・
ψeニ 'POC1.川予F 面白川面 1 (5) 
にて表はされる。 Tは経糸の長さや Jとし叉 1COul"se脅編成するに要する経糸の長さを (Jleすれば T=I/olX?loにて
表はされる。従って(5)式及びμ)位)"(3)式合用いる左，'Te及び Yo'1， ol， p， a， 110が与へられた時のm 世求めるこ止が出
来る。試験装置は ρ=1/12"の pitchでおり， "0 = 112r.p.01.である。又乃は 42mm，之に経糸に 120d人絹糸を使用
して 1026m巻く時は fりは 94mm.となる。以上町値を用いが=3.2mmjcourse=con月tで編成する場合の mを求める
と，先づ Ye1'0 より 'P eキ1000 ，的内45 0 • 叉L=100mm とすれば a は O.550jmm，T は2854分となり之を (5)に代入す
れば m=54が得られる。
2. 試臨結果及び考察
(a) (4)式について
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(4)式に於ける時間についての ψの変化は既に述べたる如〈近年l的のものである。従って之を理想的に変化する場合
主比較することに依ってその妥当性を以下検討する。(劫及び(乙y式に依って，P EWち一分間に送り出される経糸長が一
定である場合は，糸層の半径fとψとは反比倒する。即ち f とψ左の積l工作業時間中何時に於ても一定であるのが理想
である。従ってボピンに経糸を一定長巻いてその半径が時間とともに変化する値を観測L，一方(4)信)式から計算した ψ
の時間的変化を算出し比較することに依り任)式の妥当性を検討することが出来る。ボピνに経糸盟加本を1026m巻いて，
糸層の半径が時間とともに変化する状態を観測した結果を第五図bに示す。又同様 1=102omの場合に前節終りに δ1=
3.2mmjcourseとして計算した結果を(4)式に代入して ψを時間tの画数主して第五図αに示す。更にこのこつの結果を
用いて，作業時間中の任意の時機を選んで{2X3)式より Uを計算した結果を第一表に示す。之を見る主編成の始め左終
第一表
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自j;及び変化は， tens:on bar寺子支えるレパーを保持するスプリシグに依って出
来るが，カムに依ろこの装置に於ても，スプリ Yグを調節することに依り，
第一図に於けるレパー D のボ~ Jt-とカム主の按触圧力を変化させ，レパ F の
下降の時期喜子調節出来，従ってボピンに回転を伝えるクテツチの掛る時期幸子
変化させ，同ーの形状のカムに於ても編成密皮に変化幸子与え得る。その一例
として第二国の A，(c'=1400) のカムを使用して得た結果を第ご表に示す。
この結果を見れば分る様に，密度は理論1fT5. Ommjcourseより相当の巾争以
第二表 て変化出来る。従ってこれから図の6b部
分の曲線の形状の影響が向経糸送り出しに不
確定性骨伴って大きく関係することが分る。
併し第二阿に示す存種形状のカムについて試
験の結果は，之等の形状の差異が糸の切断に
及ぼす影響は顕著fでない。又前節jaにのべた
cp-tも批棋の形状も叉スプリユ/ゲそ調節す
ることに依り理論点，(4)とは相当異る形にすることが出来る。
(c) 張力の変化について(第二図bのカム使用〕
この装置f~用いて積極的送り出しゃ行った場合と，従来の消極的送り出し
を行った場合との脹)J変化の有様を比較する為 tel1Sionmetむ1ー をポピンの
&2.fr.. t開h
'f2 
O I部 E昭~酬鶴間協B 目:n.
第 5 図
りとに於ては期待値 3.2mmjcourseとなるが，中央の部分に於ては O.5mm旬、下の差違を生ずる。之は編成の中途に
於てはこの近倒的な機備を用いると，ボピン'の糸層の変化に比例してカムに送りを与える場合に比して， ψ の値に上述
の程度の差迫害子生ずることや示す。
(b)編成結果
使用糸 120d人絹糸200本格織1/1トリコヅ卜の試験編成結果幸子以下に述べる。その結果に依ればカムで積極的送り出
Lをすれば，ボピンI本分の経糸で糸の切断を見ることなく編成出来ることが判明した。従って経糸送り出しに要する経
糸の負阻すべき歪はこの装置に依り相当除去出来るものと考えられる。通常消極的送り出しの場合には，編目密度の調
('ドrdl均A 1愛情}
第 6 図
混釘綿工程中に於ける臓維の疲労現象(第1報〉開綿作用の定量について 四
背後に入れて測定した結果を第六図に示す。横軸にはカムの回転角().縦軸は張力者取る。但L張力の最も小なる所そ0
主して張力の変化状態を比較した。 aは経糸強力に依る消極的送り出しの場合であり.bcはカムを使用した場合であるo
bに於ては編針が最低位にあるとき， カムの凸部の中心地:ボ....)1.-に接する様にした場合，c tこ於てはカムを bの位置よ
り1800進めて取付けた場合である。図からんはaに比L殆んど張力の変化せぬ部分が生ずる。之は一応この部分に於て
張力が建曜に保持されるものと考へられる。しかLoc何れの場合が適当であるかは結論出来ない。叉第ご図に示す同一
中心角を有する他のカムを使用しても薯Lい差異は認められなかったo
桔 論
前章の結果ocに依って，経メリヤスの積極的送り出Lの機構としてカムを利用した本装置の効用が判明したものと，思
ふ。しかしこの装置を用い理想的な編地を編成する為には， 1.カムの形状， 2.送り出しの時機， 3.前章 aに述べた糸層
の変化とカム凸部の中心角 f/Jl:.の関係の補正の問題を更に研究せねばならない。
混打綿工程中に於ける繊維の疲労現象(第1報)
開綿作用の定量について
辻本石雄・元治信雄
Study on the fibrous weariness at cotton mixing 
and opening proce田 (Report1) 
On the quantitative measurement of cotton opening action 
By 1. TSU}IMOTO and N. MOTO}I 
Summary 
Hitherto， the opening effect at cotton mixing and opening proce町内 ha月 been u日目1to cal1 by a qualitat:¥e 
measurement， bl1t it wa月shownby the quantitative mea月l1rementin the experiment. Therefore， this experim-
ent will be served as a reference not only judgement of cotton opening e仔ectbut also check of that being 
dependent upon the revolution， constrl1ction and arrangement of spinning machinery. The meaHurement of 
cotton opening effect was tested to show quantitatively 1、ythe method of apparent dielectric con円tantrate of 
fibre and recoverable rate of compressed fibrous voll1me， and the both methods were compared with each 
other. Then the former showed moderately desirable experimental res11t. 
1.緒言
紡績原料は特別の不純物は別tして一般に互に躍絡し合ってその聞に爽雑物を保持するから， ζれを解箭する為の工
程即ち混打綿工程に於て櫨き若<'j蹴るような操作で繊維を解告fすると同時に打撃若〈は衝撃を与へ塵境雑物を叩き出
す作用即ち開綿作用の為繊維が疲労を増す事は一般に考えられる処である。而して開綿作用の測定右法として従来は触
感等により定性的に行止対1ていただけで，定量的な測定については筆者の寡聞か未だ少ないようである。故にここに定量
イじするのに割合簡単な方法を考案し，開綿効果判定の一助とすると共に混打綿工程中の諸機械の構造，回転数及び機械配
列による開綿作用の検討に貸せんとするものである。開綿ガ県判定法としては，試料たる綿塊を一定条件の下で圧縮回
復させた時の繊維の見掛誘電率の変化による方法と圧締結積回復率による方法とによって定量的に表示し得るよう比較
検討したが，前者による方法が割合良好と，思考される実験結果が得られたので，一先づ報告することとし繊維の疲労
現象についての詳細な実験結果は第2報として発衰の予定である。向加藤教官が開綿率測定方法として特異な方法を目
